
 太陽フレアに伴う放射線被ばく線量の増加をリアルタイムに推定できるシステムを開発 

■ 地球上のあらゆる場所の地表面から高度 100km までの宇宙放射線被ばく線量推定が可能 

■ 世界中の航空機乗務員等の宇宙放射線被ばく管理、運航管理に必須の情報として ICAO へ提供 

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT、理事長: 徳田 英幸）、国立研究開発法人日本原子力研究開

発機構（理事長: 児玉 敏雄）、大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所（所長: 中村 

卓司）を中心とする研究グループは、太陽フレア*1 発生時に飛来する太陽放射線*2

伴う放射線被ばく線量を地球上の高度 100km までのあらゆる場所でリア

ルタイムに推定できるようになりました。これにより、航空機乗務員等の被ばく線量をリアルタイムに監視し、必

要に応じて航路を変更するなど、航空機の運航管理に利用される宇宙天気情報の一つとして、宇宙放射線被ば

くに関する情報提供ができるようになりました。 
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WASAVIES ホームページ （https://wasavies.nict.go.jp/） 
 

WASAVIES で推定された現在の被ばく線量や、WASAVIES についての詳細を見ることができます。 

 

 

 図 4: WASAVIES ホームページ画面 


